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道内産めん羊における志賀毒素産生性大腸菌及び  

サルモネラ属菌の保有状況
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1）北海道早来食肉衛生検査所（〒 059-1433　勇払郡安平町遠浅 695）
2）北海道立衛生研究所（〒 060-0819　札幌市北区北十九条西 12）

（2022年 9月 4日受付・2023年 10月 16日受理・2024年 2月 3日公開）

要 約

めん羊における志賀毒素産生性大腸菌（STEC）とサルモネラ属菌の保有状況を明らかにするため，と畜場に搬入さ
れた北海道内で飼育しためん羊の糞便を調査した．STECはめん羊の直腸便 60検体を検査し，19検体（31.7％）から
21株，また，サルモネラ属菌はめん羊の直腸便 103検体を検査し，34検体（33.0％）から 36株を分離した．STEC

の血清型のほとんどは型別不能だったが，国内外においてヒトへの病原性が知られる eae遺伝子，stx1遺伝子を保有す
る STEC O103:H2が分離された．また，サルモネラ属菌は血清型の多くは血清型Ⅲb 61：­：1,5,(7)であり，Salmonel-

la Typhimurium単相変異株の S. enterica血清型 4,[5],12：i：­や S. Rissen，S. Derby，S. Newpor tも分離された．
今回の結果から北海道内で飼育しためん羊は STEC及びサルモネラ属菌を保有することが明らかとなり，牛や豚など
の他の家畜同様にと畜処理時にめん羊の糞便を介し，と畜場や枝肉を汚染する可能性が危惧された．
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